
平成３０年度事故報告 平成３０年度ヒヤリハット報告

H２９ H３０ H２９ H３０

要因別件数 件数 件数 差異 要因別件数 件数 件数

転倒 39 37 △ 2 転倒 205 260

転落 5 6 1 転落 28 35

接触・打撲 8 6 △ 2 ずり落ち 91 87

誤嚥・誤飲 4 2 △ 2 尻もち 101 82

喉つまり 0 2 2 ふらつき 10 1

異食 3 11 8 接触・打撲・皮膚隔離等 147 114

服薬関係 52 58 6 誤嚥・誤飲 2 1

自傷 4 0 △ 4 喉つまり 7 4

利用者間トラブル 7 1 △ 6 異食 15 16

暴力行為 0 0 0 服薬関係 36 35

器物破損（車両含） 4 6 2 自傷 2 5

無断外出・所在不明 9 8 △ 1 利用者間 8 3

金銭管理 1 1 0 暴力行為 0 0

職員の不適切な対応 1 2 1 器物破損 0 1

製造販売に関する事 8 8 0 俳諧・所在不明・無断外出 10 6

その他 23 25 2 危険行為 0 1

0 金銭管理 0 0

0 職員の不適切な行為・対応 0 1

0 製造・販売に関する事 0 0

その他 46 24

計 168 173 5 計 708 676

平成３１年３月１日現在の全施設の利用者人数合計は１，１２９名です。

利用者様お一人の１年間の

事故率 ヒヤリハット率

０％を目指して職員一同日々努力しております！

676件÷（1,129名×365日）173件÷（1,129名×365日）

事故報告は法人全体で173件と件前年度対比で5件
増で目標の１割減とはならなかった。服薬事故件数
も昨年度若干減少したが今年度また、増加となっ
た。次年度の対策を十分に検討する必要を感じた。

ヒヤリハット報告は法人全体で６７６件前年度対比で
３２件減少した。接触・打撲・皮膚隔離等が大きく減と
なったが転倒の増加がみられた。服薬関係は減少。

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日までの全施設合計の報告件数です。
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